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一色第五町内会 自主防災対策　–　災害時の避難編

災害時の避難

	 １. 避難の連絡 ( 放送等 )
	 	 避難の連絡については、放送等で行われますが、次の３段階がありますので、内容をよく	
	 	 確認して行動してください。

　　　	 ◎避難準備情報	 ：文字通り、すぐ避難できるよう準備をする。
　　　	 ◎避難勧告情報	 ：危険を感じている場合には避難をする。
　　　	 ◎避難指示情報	 ：危険なので必ず避難する。

	 ２．	避難場所
	 	 第五町内会地域における災害時の避難場所は、次の３段階に設定しています。

　　　	 ◎緊急避難場所	 ：一刻を争う避難場所
　　　	 ◎一時避難場所	 ：葉山町で指定した一時避難場所
　　　	 ◎滞在型避難場所	：葉山町で指定した避難場所

	 	 ①	緊急避難場所
	 	 	 災害の発生時には、一刻を争う避難が必要です。そこで第五町内会においては、独自	
	 	 	 に概ね班単位相当で、以下の緊急避難場所を海抜 20 ｍ程度のところに設定しています。
	 	 	 いずれも事前に土地・家屋の所有者の方々には了解を得ています。

	 	 ：津波の場合には

	 	 	 ●	森山神社または三ヶ岡山中腹の玉蔵院墓地（通称「山の上墓地」）
　		 	 	 森山こみち、長雲閣こみち、佐島石こみち周辺の住民はここがおすすめです。
	 	 	 ●	角田清貴駐車場
	 	 	 	 菖蒲沢周辺の住民についてはここがおすすめです。
	 	 	 ●	山口蓬春記念館
	 	 	 	 近代美術館バス停周辺の住民はここがおすすめです。
	 	 	 ●	ルックハイツ
	 	 	 	 三ヶ下周辺の住民はここがおすすめです。

	 	 ：土砂災害の場合には

	 	 	 ●	近代美術館
	 	 	 	 一時避難場所への避難経路等が断たれた場合には、近代美術館を緊急避難場所へ。

	 	 ②	一時避難場所
	 	 	 ●	一色会館（森山神社）
	 	 	 	 災害が一段落し、安全が確認されたら、緊急避難所等から一時避難所へ移動する。
	 	 	 	 必要な場合には、ここから集団で滞在型避難所へ移る。
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	 	 ③	滞在型避難所
	 	 	 ●	葉山小学校
	 	 	 	 津波が想定される場合には一色小学校は避ける。
	 	 	 ●	一色小学校
	 	 	 	 その他の災害の場合には広域避難所として指定されている。

なお、これらの避難場所および避難経路については、葉山町防災マップおよび一色第五町内会
作成のマップが各戸に配布される予定です。
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